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Ⅰ．はじめに：オリンピックは江南開発にどの
ような影響を及ぼしたのか

１．「漢
ハン
江
ガン
の奇跡」と江南開発

わずか半世紀前には植民化と戦渦によって国土の
混乱と疲弊の上に置かれていたにもかかわらず、今
日東アジア屈指の超巨大世界都市として名を連ねる
ソウルの急激な発展過程は、「江南開発」を論外にし
て説明することは難しい。1960年代まで人影もまば
らな閑村に過ぎなかった江南が、いつの間にか「大
韓民国の心臓都市」1)へと変貌した桑田碧海の変化過

程こそ、「漢江の奇跡」の重層的で複合的な性格を明
らかにするために詳密に探るべき研究対象であろ
う。いつからか、ソウルと地方の格差を批判する「ソ
ウル共和国」という表現にとって代わり、ソウルで
も富裕層の集中地域として指折りの江南地域の特権
的地位を批判する「江南共和国」という新造語が世間
に広く通用している現状は、こうした歴史的変化に
よってもたらされた広範囲の社会文化的波及効果を
雄弁に語る。

1960年代後半から本格化した江南開発の歴史的過
程については、ソン・ジョンモク（손정목, 2003a；
2003b）の先駆的研究を基礎として、近年は多様な学
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抄録：本稿では、スポーツメガイベントが都市空間に及ぼした影響、特にオリンピックがもつ「都市開発の触媒剤」とし
ての特性に注目し、1988ソウルオリンピックが江南開発とソウルの都市発展に及ぼした影響について探った。オリンピッ
クが開催できる国際規模の競技場と先進大都市水準の世界都市を建設する計画は、蚕室地区開発事業が本格化する 1970年
代初めから登場した。維新政権の強力な政策的意志という助力を受け、ソウル市は 1970年代初めから永東・蚕室地区新市
街地を含む多核化した星状都市プランを立て、蚕室地区を国際的スポーツ競技誘致のために特化したオリンピックタウン
として造成する計画を立てた。1974年、蚕室地区が従来の都市区画整理事業を通じて造成された単純な住居タウンとは差
別化された、「都市らしさの追求」という未来理想都市建設を念頭に置いた総合的プランの対象として再設定されたのはこ
うした背景においてである。88ソウルオリンピックの誘致が決定されると、1980年代のソウル市は新軍部政権主導下にお
いて、「世界はソウルへ、ソウルは世界へ」というスローガンに沿う「国際都市」と同時に「先進都市」へと短期間に圧縮
的であっても全方位的にその風貌を一新し進んでいった。漢江高水敷地開発と江南・江北を結ぶ橋梁建設、東西方向の都
市高速化道路と地下鉄建設など漢江開発と交通網整備事業がその一つの軸を受け持ったとすると、ソウル多核都市化計画
に沿った蚕室オリンピックタウンの美観地区造成と都市全般の公園化事業などの都市美化運動はもう一つの軸に該当する。
結果的に、1960年代～ 70年代の朴正熙政権の国家主義的計画から始まり、「86・88の時代」を経ながら官主導的に推進
されたオリンピック都市づくりプロジェクトは、江南新市街地が驚異的な規模と速度と画一性によって造成されるように
した強力な触媒剤として作用したと考えらえる。その過程で、超巨大アパート団地集中地域として再誕生した江南は、韓
国中産層住居の新たなモデルと同時に「江南化」現象の根拠地となったのである。

キーワード：ソウル、蚕室、江南開発、オリンピック効果、オリンピックタウン



64 金白永

際的観点から活発な研究が進められてきた。代表的
な研究成果だけでも、都市計画や土地利用に焦点を
当てたイ・オキ（이옥희, 2006）、ユン・ウンジョン
／ジョン・イナ（윤은정・정인하, 2009）などの研究、
都市史的観点から江

カンブク

北と対比される江南の地域性の
形成過程を複合的に究明したアン・チャンモ（안창
모, 2010）、ハン・ジョンス／カン・ヒヨン（한종수・
강희용, 2016）などの研究、不動産投機と土建国家シ
ステムの形成といった社会経済史的問題点に焦点を
当てたジャン・サンファン（장상환, 2004）、ジョン・
ガンス（정강수, 2012）、イム・ドングン／キム・ジョ
ンベ（임동근・김종배, 2015）などの研究、そして「江
南化」の社会文化的効果と江南イデオロギーについ
て分析したイ・ドンホン／イ・ヒャンア（이동헌・
이향하, 2011）、パク・ベギュン／ジャン・ジンボム
（박배균・장진범, 2016）などの研究が挙げられる2)。
しかしこれらの研究は、おおよそ時代的には1960
年代～ 1970年代の朴

パク・ジョンヒ

正熙政権の時期に焦点を当て
ている点、空間的には主に江南地域全般を包括的に
扱っている点、資料的には当時の新聞記事をはじめ
とした多様な一次資料を綿密に分析していない点
で、依然として補完する余地を残している。こうし
た問題意識を基礎として、筆者は江南開発の歴史的
過程と関連しながらも、これまでの先行研究でその
重要性に比べ十分に意味ある変数として扱われてこ
なかった一つの要因に注目する。8

パルパル

8オリンピックに
代表されるスポーツメガイベントが江南開発とソウ
ルの都市発展に及ぼした影響力がそれである。

２．オリンピックの都市開発触媒効果
世界史的次元でみるとき、国際的スポーツメガ
イベントが大規模都市・地域開発の契機として本
格的に活用され始めたのは第二次世界大戦以後の
ことである。いわゆる「オリンピック遺産（Olympic 
Legacy）」と称される都市開発にオリンピックが及ぼ
す直接的・間接的効果に関する論議が本格化し始め
たのは、1956年のメルボルンオリンピックが最初で
ある。これは、第二次世界大戦以後急激に増加した
新生独立国家がオリンピックに参加することで大会
規模が大きくなり、交通手段が発達し、海外観光客
数も急増したために生じた現象である3)。特に東ア
ジア地域と同じ非西洋地域でのメガイベントは、西
欧先進国に代表される国際社会の視線を強く意識し
たため、大規模都市開発と都市景観整備事業が随伴
し、短期間に急速に進行した都市景観整備事業は必
然的に過度な物理的暴力を同伴することとなった4)。
本稿では、スポーツメガイベントが都市空間に及

ぼす影響、特にオリンピックがもつ「都市開発の触
媒剤」5)としての特性に注目し、88オリンピックがソ
ウルに及ぼした影響について探ってみたい。一般的
にオリンピック開催国政府と開催都市当局はオリン
ピックを、大規模資本投資を誘致して都市環境を
大々的に整備し、「国際都市」、「ブランド都市」へ転
換するための契機として活用した。特に、韓国の第
5共和国のような権威主義、軍事独裁政権によって
企画され、1980年代のソウルのような高度成長期の
開発途上国の宗主都市（primate city）で開催されたメ
ガイベントは、こうした官主導的属性が克明に表れ
る事例と考えられる。
さて、研究課題を「88ソウルオリンピックは江南

開発にどのような影響を及ぼしたのか」と設定する
と、まず研究対象の時空間的範囲をどのように区切
るかが容易ならぬ問題として提起される。「オリン
ピック遺産」の波及効果は、当時の物理的都市環境
の変化にのみ限られたものではなく、政治・経済・
社会・文化の全領域に多様な影響を及ぼしたためで
ある。実際に、88オリンピック誘致直後に発刊した
資料で、韓国政府はオリンピック開催の期待効果と
して、成長した韓国の国力誇示、韓半島の平和、共
産圏修好、国民的団結、先進国入り、景気浮揚、ソ
ウル開発の7項目を提示している6)。オリンピック効
果が実際にこうした期待にどれだけ沿ったかについ
ては、まだ本格的な研究がなされたとは言いがた
い。これについては、多様な学問的観点から今後よ
り幅広くて深い研究が必要であろう。本稿は、この
うちの最後の項目であるソウル開発、特に蚕室オリ
ンピックタウン造成を中心とした江南開発に焦点を
当てる。
オリンピック主導の都市開発が展開される様相は

大きく三つの次元に分けることができる。1次的に
は国際規格の各種競技場と競技のための特殊施設を
含んだスポーツとレジャー施設、2次的には選手村
とメディア村、メディアとメディアセンター、トレー
ニング施設といった住宅とレクレーション施設、3
次的には空港と大衆交通、ホテルと観光名所、下水
道、電気通信、光ケーブルなどといった労働と交通
施設の大々的拡充が行われるのである7)。こうした
変化には物理的・社会的両側面での変化が包含され
る。国際オリンピック委員会（IOC）のガイドライン
に沿って主要競技施設と付帯施設を建設し、道路、
港湾、空港などの各種交通施設を準備することが
物理的側面の変化ならば8)、スポーツ界、開催都市、
主催国政府はもちろん、大会を後援する多数の企業
と経済団体、多様なボランティア市民団体などが動
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員されるのは社会的側面の変化に該当する。まず物
理的側面からみると、関連施設に対するIOCの基準
は都市開発のための一種のガイドラインとして作用
するようになる。その内容は、大きくイベント施設
（競技場、選手村、メディア施設など）とアクセスシ
ビリティ（インフラ、道路、港湾、空港などの交通・
運送設備）の二つの側面によって構成される。第2に
社会的側面からみると、スポーツメガイベントであ
るオリンピックは、強力なオリンピック推進組織と
物理的開発体系を支える経済的後援組織、そしてこ
うした開発ブームを支えるための社会的動員（社会
運動、誘致活動、祭・イベントなど）を必要とする9)。
本稿の分析対象であるソウルの事例と関連して調
べてみると、1980年代初め、ソウル特別市都市計画
局長であった安

アン・サンヨン

相英は、88オリンピックに備えた建
設計画を三つに分けて提示している。①競技場と宿
泊施設、②漢江整備と道路建設、③都市整備と上下
水道処理施設がそれである10)。これは、IOCのガイ
ドラインに沿って物理的都市環境を全般的に整備す
ることに焦点を当てた「オリンピック都市づくり」の
企画といえる。こうした観点からみると、本稿の分
析対象は時間的には1981年の「バーデン＝バーデン
の奇跡」11)以後に制限され、空間的には狭義にはオ
リンピックタウンが建設された蚕室地区に局限され
るが、広義にはいわゆる「江南」地域全体を包むソウ
ル市全域を包括することとなる。しかし、本稿の
研究課題である「オリンピックが江南開発に及ぼし
た影響」についてより精緻に分析するためには、研
究対象を多少調整する必要がある。まず、論議の主
たる空間的範囲は蚕室地区とそれに隣接する地域に
制限し、オリンピック都市づくり事業と直接的に関
連がある、あるいは有機的関連性が大きい都市開発
事業は一部含ませて論議する必要がある12)。第2に、
研究の時間的範囲は、江南開発の下図が描かれオリ
ンピック都市建設計画が初めて提起される時点にま
で拡張する必要がある。本稿の本格的論議が1960年
代のアジア大会誘致の試みと1970年代蚕室オリン
ピックタウン建設計画から出発するのは、こうした
理由からである。

Ⅱ．1970年代蚕室地区開発計画の形成

１．朴正熙政権のスポーツメガイベント誘致戦略と
蚕室総合運動場建設計画
朴正熙政権がスポーツメガイベントの国内開催を

初めて試みたのは、1966年末に1970年開催予定である
第6回アジア大会をソウルに誘致したときである。当
時、「東南北亜スポーツの精華」と呼ばれていた「亜州
競技大会」に韓国選手団は2回目から参加したが、1960
年代までは事実上日本の独壇場に近かった13)。1960年
代中盤、朴政権は60億ウォンと予想される過多な
経費問題で放棄していたが、10億ウォン以内の経
費で開催が可能であるという提案を受け入れ放棄
の意思を覆し開催の方針を決定することになった。
1966年バンコクアジア大会当時、現地に派遣された
丁
チョン・イルグォン

一 権 総理以下の誘致使節団によってアジア大
会を誘致するための外交戦が展開され14)、その年の
8月初旬には、台湾、マレーシア、イラクなど誘致
計画を準備した国を歴訪し譲歩要請もした。特に、
その年の12月にはバンコクで開催されたアジア国際
博覧会に参加し、大会誘致活動を継続した結果15)、
満場一致でアジア大会のソウル開催が決定された16)。
しかし誘致決定直後から、大会開催に必要な施設

準備に所要される経費問題で体育界と韓国オリン
ピック委員会（KOC）間に不和が生じるなど論難を
引き起こし、結局翌年の1967年中盤に開催放棄を決
定することとなった。当時、ソウルに既設の国際大
会用スポーツ施設は、東

トンデムン

大門に3万4千坪の規模の運
動場と孝

ヒョチャン

昌公園に7,822坪の規模のサッカー場、そ
して1962年末に竣工した奨

ジャンチュン

忠体育館が全てで、国
際規模のホテルもかろうじてウォーカーヒル一つだ
けであったことが決定的な理由であった17)。朴正熙
大統領の放棄指示が出るまでの経緯について当時の
新聞は次のように報道している18)。

66年12月初め、政府は第6回アジア大会誘致運動を
途中で放棄することを決定したが、7億5千万ウォ
ンの予算で大会が開けるとするKOCの覚書を受け
て覆し、大会誘致を積極的に後押しし2,600万ウォ
ンの誘致費を割くなど誠意を見せた。（中略）朴大
統領の断案は、所要予算100億ウォンという途方も
ない投資を要求したとして知られたソウル市当局
の青写真に起因したもので…（中略）オリンピック
を開催した東京都や第5回アジア大会が開かれたバ
ンコク市が巨大な国際的スポーツイベントを契機
として完全に様相を一新した先例に従い、ソウル
市としては首都ソウルの近代化をアジア大会と結
びつけ、一大体質改善を試みるだけの意欲がない
わけがないといえる。こうした意欲過剰が、結局
アジア大会所要予算を100億ウォンと推定する第3
案に現れており…（中略）突然の指示に驚愕した
KOCは所要予算100億ウォン説を言葉を尽くして
否認、7億5千万ウォンで現存施設を利用する案と、
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17億余ウォンの第1案、35億9千余万ウォンの第2案
を準備し、全体的な規模を約26億ウォン程度の計
上で大きく遜色なく大会を運営できると主張して
いる。26億ウォンラインの予算は、ソウル運動場
を5万名収容に拡張（3億9千万ウォン）し、テニス場
改築（3,500万ウォン）、孝昌を2万名収容に拡張（自
転車兼用2億ウォン）、室内水泳場新築（3,500万ウォ
ン）、総合戦記録板（1億6千万ウォン）、用地買収お
よび補償（4億ウォン）、その他となっている。その
ほかに選手村、プレスハウスなどは一般業者の投
資を骨組みとし、大会運営費全般も含まれている。
（後略）

朴大統領はアジア大会をソウルで開催する場合に
所要される莫大な経費などを勘案し、これを返納す
ることをKOCに指示したのに対し、KOC側は規模
を縮小してでもソウルで開催しようと折衝を継続し
たが19)、最終的に大会返納を決定することとなった。
しかし、大会の代替開催を願う韓国政府の要請に対
してマレーシアと自由中国などが継続して拒否の意
思を明らかにし、韓国は苦しい立場に置かれること
になった。特に、日本までもが1970年大阪エキスポ
と1972年札幌冬季オリンピックが予定されているた
め代理開催の要請受諾不可の方針を伝えてきたこと
で、第6回大会は流れるか延期される危機にまで追

い立てられた20)。結局、大会中止を避けるために韓
国は25万ドルの大会経費を引き受け国であるタイに
提供する屈辱的な条件を受け入れ、最終的に第6回
大会はバンコクで開催することで事態は一段落と
なった。こうした国際社会での恥辱を経験した朴正
熙政権は、この後ソウルにオリンピックを誘致でき
る国際的規模のスポーツ施設を建設する意思を一層
確固たるものとした。
ところで、こうした大規模施設を新たに造成する

ための空間は、過密化した江北の旧都心や、既に
1960年代から開発が進行中であった永

ヨンドン

東地区より
は、1970年代新たに開発が始まる新市街地を選択す
るようになるのは当然の運びであった。1970年代初
めに蚕室地区開発が軌道に乗るや否や、この地域に
総合スポーツタウンを建設しようという計画を立て
て発表したのはこうした脈略からである。1971年9
月梁
ヤン・テクシク

鐸植ソウル市長はスポーツの大衆化とスポーツ
人口の底辺拡大のため、蚕室地区に80万坪のスポー
ツ大団地を造成する計画を発表した。この計画は
1972年初めに図1のように具体化されていたものと
思われるが、当時ソウル市で推進中であった蚕室地
区開発計画に確保されている14万坪の総合運動場の
敷地を活用し、1980年代には我が国でも世界オリン
ピックが開催できるように国際規模のスポーツ団地
をつくろうというものであった21)。
この計画は、翌1972年、当時「体育韓国の産室」と

呼ばれていたソウル体育学校を図2のように蚕室へ
移転する計画を発表するときに初めて可視化され
た。しかし、計画ばかりが公表されるのみで、事業
の施行は数年間遅延した。これは、1960年代初めに

図1　1972年に発表された蚕室総合運動場建設計画
出典：『毎日経済新聞』、1976年9月23日7面

訳者注）『毎日経済新聞』、1976年9月23日7面掲載図をもと
に訳者再作成。

図2　ソウル体育学校鳥瞰図
出典：『東亜日報』、1972年11月7日7面

注釈）蚕室地区に移転拡充するソウル体育学校鳥瞰図。①本
部建物、②体育図書館、③食堂、④食堂、⑤室内体育館、⑥
屋内運動場、⑦大運動場。上部にみえるのは、ソウル市が将

来建設する計画の各種競技場鳥瞰図。
訳者注）『東亜日報』、1972年11月7日7面掲載の鳥瞰図を訳

者トレース。
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おいても、蚕室・新
シンチョン

川一帯を合わせてもわずか900
余名の集落住民たちが農業をしたり、渡し船に乗っ
て纛
トゥクソム

島や聖
ソンスドン

水洞一帯の狭い空間に出退勤しながら生
活したりするほど、この地域一帯が基盤施設さえ全
く整備されていない遅れた状態であったこと22)を想
起してみると容易に納得できる。この一帯にアジア
大会を誘致できるアジア最大規模の総合運動場を建
設しようとする計画が再び公表されたのは、蚕室地
区の開発が本格的に推進された1976年の具

ク・ジャチュン

滋春ソウ
ル市長の発表を通じてであった23)。
このように蚕室地区に国際規模のスポーツ団地を
造成する計画は、当時ソウル運動場が2万2千名の収
容能力しかなく、国際競技開催時ごとに施設不足に
よる不便を味わってきていた朴正熙政権長年の宿願
事業で、1982年に開催されるアジア大会誘致を目標
に、1977年に着工し、1981年に完工する予定であっ
た24)。

２．維新政権の「星状都市プラン」と蚕室オリンピッ
クタウン建設計画

1970年代ソウル市は永東地区開発事業を精力的に
推進していた。江南開発の嚆矢となった永東地区開
発事業は1960年代後半から始められたが、永東第1
地区は第3漢江橋と京

キョンブ

釜高速道路の建設を契機に、
永東第2地区は永東橋の建設を契機に開発が始まっ
たのは周知の事実である25)。着工当時、第3漢江橋
は江南開発のためというよりは、有事の際の渡河用
という軍事的目的が強く、京釜高速道路は経済開発
のためのインフラ建設の一環であって、永東地区開
発は財源が不足していた朴正熙政権が、京釜高速道
路建設用地を確保するための方策として施行した土
地区画整理事業から始まったものであったという点

は、先行研究で共通して指摘されている定説である26)。
結局、永東地区開発事業はこうした一連の別個の諸
政策が事後的に相互に有機的に関連付けられて引き
起こされた意図しない結果物であったわけである
が、蚕室地区開発事業も広

クァンジュ

州大団地を江北のソウル
都心部と連結しようとする事業の一環として推進さ
れた蚕室大橋建設と蚕室公有水面埋立工事27)を契機
に本格化した点で、事業の最初の段階では類似した
特徴を帯びていたと考えられる（図3参照）。
しかし、1960年代初めに南ソウル開発計画から始

まった永東地区開発事業に比べ、時期的に相当遅れ
て1970年代初めから始まった蚕室地区開発事業は、
初期から差別化された性格を帯びた側面があった。
すなわち、1971年に公表されたソウルの多核都市化
計画に立脚して、永東（蚕室）地区の建設計画がより
機能的に具体化されている点である。特に、蚕室地
区はオリンピックを誘致できる国際的水準のスポー
ツタウンとして用途を明確にしている点が特徴的で
ある。新聞紙上に、永東（蚕室）地域を含んだ多核都
市化計画が初めて具体的に報道されたのは1971年5
月で、ソウル市は今後20カ年にわたる中長期都市計
画を経て、ソウルを星形の大都市に発展させるとい
う「星状都市プラン」を次のように発表した（図4参
照）。

ソウル市は4日、ソウルを20年内に国際的な大都市
として建設するためのソウル市都市計画20カ年計
画案を発表した。この案は、大韓国土計画学会が
試案をつくったものをソウル市が修正したもので、
来たる6月末までに公聴会などを経て確定される。
現在のソウル市の都市計画と行政区域を広げない
ことを前提につくられたこの計画は、目標年度で
ある来たる91年度までに、都心部を超高層市街地
に再開発する一方で、都心部を中心に市街地の同心
円的な拡張を図ってきた今までの政策を変え、永東・
蚕室・禾

ファゴク

谷・千
チョ ノ

戸・彌
ミ ア

阿・永
ヨン

登
ドゥンポ

浦・恩
ウンピョン

平・淸
チョンニャン

凉地
区など8個の副都心圏を中心に星形の均衡の取れた
都市に発展させることを基本原則にしている。こ
の原則に従って推定される夜間人口760万名（施設
利用人口を含むと900万～ 950万名）をこの衛星都市
別に再配分し、適正密度の住居地域を形成するも
のである。あわせて、地下鉄などの高速大衆交通
網を拡充、30分台の通勤圏を実現し、現在の住宅
率54％を93％にあげ、1世帯1住宅を目標にしてい
る。この計画は71年度を準備年度として、72年度
から10カ年計画と並行、推進となっている（強調は
引用者）28)。

1971年初めにソウル市は、1991年までの20年の間

図3　1970年の永東地区と蚕室地区
出典：『京郷新聞』、1970年6月16日8面。

訳者注）『京郷新聞』、1970年6月16日8面掲載図をもとに訳
者再作成。
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に「世界都市」と同時に「中進国韓国の首都」として都
市の構造・機能・生活面で後進の状態から抜け出し
現代都市へと変貌を遂げようとする野心に満ちた計
画を公表した。この計画の核心は、汝

ヨ イ ド

矣島と漢江開
発に区切りをつけ、永東・蚕室地区を区画整理方式
によって開発し副都心へと発展させる一方で、広州
大団地を衛星都市としてつくり都心人口を分散させ
ることにあった。新市街地開発の中枢をなす永東・
蚕室地区開発事業の中で、永東地区開発は今まで開
発されてこなかった江南の837万坪を開発し、商工
部傘下の12の企業体を移転させるなど、60万名の人
口を収容できる副都心をつくろうとするものであっ
た。
蚕室地区開発計画は、1972年末までに109億200万
ウォンを投入し、2,600ⅿの江

カンビョン

辺7路と7,000ⅿの防水
提を築き、88万坪の漢江沿いの土地を埋め立てるな
ど176万坪を開発、ソウル東南部の副都心をつくる
計画であった29)。この計画は、1972年中盤ソウルの
東部を南北に貫く総延長34㎞の東軸1号線と2号線の
基幹道路建設工事と、この1，2号線を結ぶ「漢江の
第6革帯」である蚕室大橋を開通させて30)「東部ソウ
ル」を大改造しようとする計画とともに本格化する31)。
71年初めの新聞記事には、当時の尹

ユン・ジヌ

鎭宇都市計画局
長の言葉を引用しながら、図5の蚕室地域埋立工事
を通じて新たに造成された土地に展開される開発計
画が次のように提示されている。

蚕室・新川・大
デ チ

峙の三つの洞がある蚕室島を、現
在私有地で漢江の水が流入しない88万坪と、洪水
になると浸水する砂地など公有水面88万坪を埋め、
新たな市街地として造成する。109億200万ウォン
を投入するこの地域は、長さ5,000mの防水提と長
さが2,600mの江辺7路を建設、漢江の水が氾濫する
ことがなく、長さ1,260mの蚕室大橋が架けられ陸
化した。176万坪のうち、19％の35万坪は宅地に、
81％の141万坪は公共用地に開発となるが、公共
用地の中にはオリンピックも開催できる国際規模
の総合競技場を建設する（強調は引用者）32)。

1972年には従来の土地区画整理事業の問題点を克
服し、より計画的で理想的な現代都市をつくり、国
際的に国家の位相を向上させなければならないとい
う主張が提起され、1973年ソウル市は、1970年代内
に永東・蚕室地区を先進大都市水準の世界的な理想
都市として開発することを骨子とする「永東・蚕室
新市街地造成計画」を発表した。それは、1975年永
東地区960万坪に60万名、蚕室地区340万坪に20万名
をそれぞれ収容し、1ha当たり200人の理想的な人口
密度を超えないようにし、全市街地を計画緑化、ま
たは公園化するという内容であった33)。永東・蚕室
一円の全市街を公園化し34)、建築規模および外観一
切を規定し、都市美観の向上を政策的に誘導し35)、
永東・江南開発に取得税減免と税務査察中止などの特
恵措置が取られたのもこのときからのことである36)。
さらに1974年、蚕室地区は従来の単純な住居タウ

ンではなく、「都市らしさ（Urbanity）の追求」という
未来の理想都市建設を念頭に置いた総合的プランの
対象として再設定された。1974年に蚕室地区総合

図5　1971年の蚕室地区開発計画図
出典：『京郷新聞』、1971年2月17日7面

訳者注）『京郷新聞』、1971年2月17日7面掲載図をもとに訳
者再作成。

図4　ソウル星状都市プラン（1971）
出典：「20年後のソウル（上）」、『京郷新聞』、1971年5月

4日8面
訳者注）「20年後のソウル（上）」、『京郷新聞』、1971年5

月4日8面掲載図をもとに訳者再作成。
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開発基本計画に沿って開発が始まった蚕室地区は、
1970年代に推進された永東地区開発計画全体を合わ
せた画期的な性格を帯びる37)。それは、①当時土木
中心の事業に依存した都市計画の潮流を計画中心の
都市計画へ転換させ、②蚕室地区を副都心化するた
め放射環状型道路網および大規模業務機能計画など
都市の形態的・機能的側面で新たな試みがなされ、
③初めて都市設計の次元で企業体的計画が立てら
れ、④集団替費地概念を導入・制度化し、その後の
アパート団地の建設および中心業務地区の統合的計
画・開発を機能させた38)。
このように、蚕室総合計画は「その後の我が国でな
された数多くの都市設計に一つのモデルを提供」39)し
た。この計画は1970年代末まで持続され、1978年に
は蚕室湖水公園建設に着手し40)、1979年10月26日に
は8
パルユク

6アジア大会と88オリンピック誘致計画を公表
し、蚕室国立競技場一帯を図6のように集団美観地
区として造成する方針を以下のとおり決定・告示し
た。

ソウル市は26日、オリンピックソウル誘致計画と関
連して、国立競技場周辺の江

カンドン

東区遁
ドゥンチョン

村 洞
ドン

、二
イド ン

洞、
梧
オグムドン

琴洞一帯119万8,650㎡を5種の（集団）美観地区に
決定・告示した。美観地区に指定された道路沿い
は、敷地面積が75坪以上、建物の高さ2回以上の場
合に限り建築許可を受けられる。また、卸売市場、
古物商、伝染病院、精神病院、自動車関連営業所、
練炭工場、木材所、倉庫、食品工場、精肉店、金物店、
クリーニング店、工場などはこの地域内に建てら
れなくなる。ソウル市の関係者は、86年のアジア
大会と88年のオリンピック競技をソウルに誘致す
るという基本方針に従い、国立競技場周辺の美観

を維持し、市街地を秩序があり規模があるように
発展させるため、この一帯を美観地区として告示し
たものであると明らかにした41)。

しかし、まさにその日、予期せぬ宮
クンジョンドン

井洞の銃声に
より維新政権は突然終焉を迎えることになり、引き
続いてすぐの12・12と5・17という2度のクーデター
を経て、新軍部が主導する第5共和国が発足するこ
とになった。それでは、こうした1970年代の維新政
権の星状都市プランと蚕室地区開発計画は、88オリ
ンピックのソウル誘致が確定した1980年代にはどの
ように展開したのだろうか？

Ⅲ．1980 年代ソウルのオリンピック都市建
設プロジェクト

維新政権の直接的遺産として企画された超大型官
製イベントであった「国風81」を通じてわかるのは、
新軍部が執権初期から維新体制の統治ノウハウとプ
ロジェクトを積極的に活用したことである。1981年
の「バーデン＝バーデンの奇跡」を生んだオリンピッ
ク誘致運動もまた、維新政権が推進していた未完の
プロジェクトの延長線上で成し遂げられたもので
あった。名古屋を破る大異変が起きえた主たる変数
には、日本のおごりと油断、そして韓国の予想でき
ない攻撃的な広報とロビー活動を挙げることができ
るが、当時国際社会の様々な諸条件が韓国側に「幸
運」として作用した側面もあった42)。さらに、当時
最も有力な開催地候補であった名古屋市民たちが展
開していた激しいオリンピック誘致反対運動ととも
に、ソウルは既に競技場など主要施設工事の工程が
60％ほど進捗していた反面、名古屋は建設計画があ
るのみで当時既設のスポーツ施設がほとんどなかっ
たという点も、ソウルが予想外の勝利を収めること
ができた要因の一つであった43)。
ひとたびオリンピック競技を誘致するのに成功す

るや、第5共和国政権は総合的統治プロジェクトと
してスポーツメガイベントを政治的に活用し始め
た。それを支えたのは、1970年代以降本格化した輸
出主導型経済政策の結果として成し遂げられた「漢
江の奇跡」が持続しうる決定的好条件をつくり出し
た、低原油価格、低金利、低為替レートのいわゆる「3
低好況」であった44)。これを基礎として、「86・88」
の二つの大規模国際イベントを行うための汎国家的
準備が開始された。ここには、不足の競技施設を拡
充・整備すること、外国選手団・観光客のための宿

図6　蚕室国立競技場美観地区
出典：『京郷新聞』、1979年10月26日8面

訳者注）『京郷新聞』、1979年10月26日8面掲載図をもとに訳
者再作成。
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泊施設を準備することといった、直接的に関連する
施設を準備することのみならず、道路交通水準を先
進化すること、漢江一帯を整備すること、ソウル市
内外の環境を整備すること、市民の秩序意識を高め
ることなど、間接的に関連する広範囲な都市美化、
景観整備事業も含まれていた。「江南開発」に焦点を
当てる本稿では、そのうち①蚕室地区をオリンピッ
ク都市として完成することと、②新たに造成される
蚕室地区にアクセスするための交通路と周辺都市景
観を整備すること、そして③ソウル市全域を有機的
に連結し急激な都市膨張に備え都市全体のインフラ
を全般的に改善することに注目する。漢江開発はこ
のための一石三鳥の必須的方策であったのである。

１．漢江開発と交通網の整備
1960年代～ 1980年代まで展開された漢江開発事

業は大きく2段階に分けてみることができる。1960
年代後半に進められた第1段階の事業と、1980年代
に88オリンピックを目前に控えて進められた第2段
階の事業がそれである。
まず、朴正熙政権期に進められた第1段階の漢江

開発事業の最優先目標は、漢江の氾濫を防ぐことで
あった。江南地域は1963年から市域に編入されたが、
江南が実質的にソウルの都市圏に含まれるために
は、江北の都心と江南の新市街地を連結する橋梁の
建設と夏季になると氾濫する河川の浸水を防ぐ堤防
建設は必要不可欠な前提条件であった。特に、降雨
量が多い場合、洪水の被害範囲は中

チュンナンチョン

浪川、道
ドリムチョン

林川、
炭
タンチョン

川など漢江の各支流域にまで拡散し、市民たちに
甚大な被害を及ぼしていた。記録的な暴雨が襲っ
た1972年8月の浸水被害地域を示した図7は、その様
相をよく見せている。第1次漢江総合開発事業は、
1967～ 1970年にかけて進められた漢江開発3カ年推

進計画によって実行されたが、大きく南北堤防道路
建設と東

トンブイチョンドン

部二村洞、狎
アックジョンドン

鴎亭洞、汝矣島、蚕室地区の
共有水面埋立事業の二大事業を中心に推進された。
その結果、江南地域がソウルに実質的に編入される
ことによって、漢江の位相は「境界河川」から「貫通
河川」へと変貌することになった。

1980年に進められた第2次漢江総合開発事業は、
1981年9月の図8のように高水敷地に7カ所の運動
場を開場したことから出発する。同年10月23日に
全
チョン・ドゥファン

斗 煥大統領の指示によって着手された第2段階
の事業は、1982年9月28日から工事が始まり、1986
年5月2日のオリンピック大

デ ロ

路開通で一段落し、同年
9月10日に竣工した。事業費4,133億ウォンは、骨材
売却代金1,962億ウォンと市費2,171億ウォンによっ
て充当し、施工は総10工区に分け、東

トン ア

亜建設産業、
大
デリム

林産業、現
ヒョンデ

代建設、進
ジヌン

興企業、（株）大
デ ウ

宇、南
ナムグァン

光土建、
美
ミリュン

隆建設、ライフ住宅開発、三
サムソン

星総合建設、三
サムファン

煥企
業が各区間別に分担し進められた45)。
図9を通じて確認できるように、この事業の主た

る内容は次の三つに要約できる。第1はオリンピッ
ク大路建設と9つの漢江市民公園造成および舟運水
路を開発したこと、第2は低水路整備、両岸支流の
下水管路および下水処理場を建設すること、第3は
漢江沿いに大規模オープンスペースを造成して公園
化し低水護岸と高水護岸をコンクリート化すること
である46)。特に約23万名の罹災民が発生した1972年
に続き、1984年にも記録的な豪雨によってソウルは
甚大な洪水被害を経験したが、ソウル市はこれを契
機として市全域の下水道網と遊水地を全面再整備
し、1987年までには浸水地域を完全に無くすという
方針を決めることになる。これは、元来目標年度を
2001年までとして推進する予定であった下水道基
本計画を繰り上げ、1987年までに下水道普及率を

図7　1972年ソウルの洪水被害地域
出典：「途方もない水魔　息が詰まる災難　一面水浸しに気
が気でなく泣くのみ」、『東亜日報』、1972年8月19日7面
訳者注）「途方もない水魔　息が詰まる災難　一面水浸しに
気が気でなく泣くのみ」、『東亜日報』、1972年8月19日7面

掲載図をもとに訳者再作成。

図8　1981年漢江高水敷地運動場位置図
出典：「漢江沿いに運動場7カ所21日開場」、『京郷新聞』、

1981年9月19日11面
訳者注）「漢江沿いに運動場7カ所21日開場」、『京郷新
聞』、1981年9月19日11面掲載図をもとに訳者作成。
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100％に引き上げ、遊水地施設拡大および老朽管改
良と排水管拡張により内水および外水の浸水地域を
完全に解消することにしたものであった。1987年ま
でに1,143億ウォンを投入し、都心および既存市街
地に403㎞の下水管路を新設し、574㎞の既存下水施
設を改良する一方、新開発地には雨水を別途処理す
る雨水管路250㎞を設置し、500億ウォンを投入して
洪水時の内水浸水被害を被った中浪川周辺地域に9
カ所の遊水地と9カ所の簡易ポンプ場を新設した。
排水施設が崩壊した地域には排水ポンプおよび排水
路施設の適格の可否を調査し、入れ替えおよび改修
することとなった47)。その結果、着工2年で漢江高
水敷地体育公園11カ所を完工させ48)、3年で漢江高
水敷地39カ所に駐車場を設置し49)、江辺道路には区
間別にニワウルシ、メタセコイア、イチョウ、プラ
タナス、ケヤキなど多様な数種を街路樹として植栽
し、川沿いの景観を一新させた50)。86アジア大会と
漢江開発という「二大事の一年」51)であった1986年度
には、ついに図10のように漢江開発事業が一段落し
た。
漢江開発事業の2番目の目的は、江南地域へのア
クセス性を高めるために交通網を整備することで
あった。それは、江南・江北を連結する橋梁建設と
川岸に沿って東西方向に都市高速道路の役割を果た
すようになる堤防道路建設に分けられる。そのほか
に、江南新市街地開発に必要な交通網整備のために
は、江南地域を東西方向に貫通する幹線道路建設と、
今後の巨大都市ソウルの大衆交通の新たな主軸とし
て登場する地下鉄建設が必須的事業として提起され
た。まず表1を通じて我々は、1970年代～ 1980年代
に建設された11の橋のうち、城

ソンサン

山大橋と元
ウォニョ

暁大橋を
除外した9つの橋が全て今日の江南3区地域を連結す
るために作られたものであったことがわかる。これ

は、この時期の漢江開発事業が江南開発を最優先順
位にして推進されていたことを傍証する。
同時期に造成された東西方向の交通路建設事業に

おいては、江辺路と南部循環路、そして地下鉄2号
線建設を核心事業としてあげることができる。
まず、今日の江南地域を特徴づける格子型道路網

建設は、開発初期段階の1960年代から始まった。永
東区画整理地区の面積は、当初313万坪から出発し
たが、1970年代後半には937万坪に拡張され永東地
域が開発されるなかで、幅40～ 90mの広路と大路
など実に73の幹線道路が格子型に置かれることに
なった。南部循環道路は、1970年代に入り漢江以南
の地域に造成されたすべての新市街地を連結する道
路が必要になり、1976年に着工し、1978年6月29日
開通した。開通当時「第3号循環道路」と命名された
この道路の計画上の長さは岩

アムサドン

寺洞～道
トゴクドン

谷洞～奉
ボンチョンドン

天洞
～梧

オリュドン

柳洞～空
コンハンドン

港洞まで43.5㎞であったが、岩寺～大
峙区間は着工されず総延長29.4㎞に短縮された。し
かしこの後に、水

ス ソ

西インターチェンジから江東大路
交差点に至る区間が事実上南部循環道路として機能
するようになり、1986年5月29日に正式延長され、
現在の総延長は36.3㎞となった。
第2に、1980年代中盤は図11のように今日のソウ

ル市全域を結ぶ都市高速化道路の根幹が整えられた

図9　1985年漢江土地利用計画図
出典：「水上公園に育つ」、『京郷新聞』、1985年1月5日6面
訳者注）「水上公園に育つ」、『京郷新聞』、1985年1月5日6

面掲載図をもとに訳者作成。

図10　1986年一段落した漢江開発事業概要図
出典：「漢江が生き返った」、『東亜日報』、1986年9月9日9面
訳者注）「漢江が生き返った」、『東亜日報』、1986年9月9

日9面掲載図をもとに訳者作成。

表1　1960～90年代漢江に架けられた橋梁
建設時期 橋梁名（完工年度）
1960年代 第3漢江橋（1969）、麻浦大橋（1970）

1970年代
蚕室大橋（1972）、永東橋（1973）、
千戸大橋（1976）、潜水橋（1976）、
聖水大橋（1979）、城山大橋（1980）

1980年代
元暁大橋（1981）、盤浦大橋（1982）、
銅雀大橋（1984）、東湖大橋（1985）、
オリンピック大橋（1990）

1990年代 西江大橋（1999）、清潭大橋（1999）

出典：ソウル特別市史編纂委員会、「〈表18〉漢江橋梁現況」
『ソウル交通史』、2000、1003～1004頁を参考にして再構成。
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時期と考えられる。幸
ヘンジュ

州大橋～岩寺洞の約36㎞区間
の漢江沿い両側の堤防にオリンピック大路と江辺北
道という二つの都市高速道路を建設することでソウ
ルの東西幹線網が形成されたのは、1986年に一段落
した漢江総合開発事業を通じてであった52)。一つ留
意することは、現在オリンピック大路の一部区間に
編入されながら炭川を渡り永東第2地区と蚕室地域
を連結する淸潭橋は、1974年初めに着工し、1975年
9月に完工した点である53)。このことは、永東地区
と蚕室地区を連結させ開発しようとする計画が1970
年代中盤から推進されていたことを示す。
第3に、江南開発の根幹となる交通網整備事業の

中で、中長期的に何よりも重要な都市開発の誘因と
して作用したのは地下鉄建設である。「松

ソン パ

坡駅を蚕

室地域の始点として蚕室大橋、蚕室アパート、南ソ
ウル大運動場など4つの駅がアパート団地と現在の
野原を通過し三

サムソン

成橋を越えてテヘラン路につなが
る」地下鉄2号線は、「松坡を含む340万坪に達する蚕
室地域の大きな難点であった交通難解消の展望を抱
いて」建設された54)。新

シンソルドン

設洞～蚕室まで総14.3㎞に至
る地下鉄2号線1段階区間は1980年10月に、地下鉄2
号線江南区間は1982年にそれぞれ開通した55)。続い
て良
ヤンジェ

才～狎鴎亭区間を通って江南地域を南北に貫通
する地下鉄3号線が1985年に地下鉄4号線と同時に完
工し、1980年代中盤には江南と江北を連結する地下
鉄１～４号線建設作業が表2および図12のように仕
上げられた。
しかし、こうした立体的で同時多発的に推進され

図11　1980年代中盤ソウルの都市高速化道路網
出典：『毎日経済新聞』、1986年1月25日10面

訳者注）『毎日経済新聞』、1986年1月25日10面掲載図をもとに訳
者再作成。

表2　地下鉄1～4号線概要（1985）
3・4号線段階別開通現況

段階 区間
延長 

（単位 ㎞）
現工程 開通時期

1段階 上渓～三成橋（4号線） 13 100 既開通
2段階 旧把撥～独立門（3号線） 10.3 98 1985年6月

3段階 独立門～良才洞（3号線） 18.6
95 1985年8月三成橋～舎堂（4号線） 17.3

1・2・3・4号線建設概要
区分 1号線 2号線 3号線 4号線 計
区間 ソウル駅～清涼里 市庁～江南～市庁 旧把撥～良才洞 上渓洞～舎堂洞 4路線

延長（㎞） 7.8 54.2 26.2 28.3 116.5
駅数 9 46 23 24 102

建設期間 1971～74年 1978～84年 1980～85年8月 1980～85年8月

出典：『京郷新聞』、1985年4月23日10面

図12　地下鉄3，4号線建設現況と路線図（1985）
出典：『京郷新聞』、1985年4月23日10面

訳者注）『京郷新聞』、1985年4月23日10面掲載図をもとに訳
者再作成。
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た大々的な交通網整備事業にも関わらず、大規模
アパート団地が短期間に造成され、急増した人口
によって、1980年代の江南地域の交通問題は徐々
により深刻な状況に置かれることになった。例え
ば、1982年初めの区画整理事業が開始された可

カラク

楽地
区は、1983年7月から大規模アパートが建ち始め、
漢
ハニャン

陽、三
サミク

益、大林、旧韓国都市開発、極
ククドン

東、市営アパー
トなどの、全6,700余世帯が松坡交差点を中心に密
集することで交通人口が急増し、松坡路一帯に酷い
ボトルネック現象が発生することとなった。さらに
1985年6月には可楽洞農水産物卸市場が開場し、蚕
室、松坡、三成洞、細

セゴクドン

谷洞一帯に貨物車両の通行が
大幅に増加し、ラッシュアワー時はもちろん、夜遅
くまで交通渋滞現象が発生することとなった56)。と
はいえ、図11のように1980年代中盤は、今日のソウ
ル市全域をつなぐ都市高速化道路の根幹が整えられ
た時期といえるだろう。
では、この時期にソウル市をして総力を挙げて短
期間に漢江開発事業と幹線交通網整備事業を仕上げ
させた推進力は何であったのだろうか？このことを
明らかにするには、まず1980年代ソウル市都市基本
計画の主要内容と形成の背景について探る必要があ
る。

２．ソウル多核都市化計画と蚕室オリンピックタウ
ンの造成

1980年代は、初めてソウル市都市基本計画が立案・
実現された時期である。1962年に立てられた南ソウ
ル開発案と1970年代の永東開発計画を通じて計画都

市としての風貌を持ち始めた江南は、1980年代初め
都市基本計画が法定計画として立てられると、江南・
江北をつなぐソウル市域全体を包括する中長期的発
展計画内に位置づけられることになる。1982年に新
聞記者を通じて公開された図13は、当時立てられた
ソウル市発展計画の概念図で、4大都心圏と18大生
活圏を中心にソウル市が多核的な空間構造を帯びた
巨大都市として発展する計画であることを示す57)。
これを、先に紹介した1971年の星状都市プラン（図
4）と比較してみると、「都心－永登浦－永東」という
3大都心に蚕室が新たに追加され、4核構造を帯びる
ようになった点が最も顕著な相違点であることがわ
かる。つまりソウルの多角都市化計画は、永東地区
開発が本格化した1970年代初めから変わることなく
堅持されてきたと考えられるが、80年代の都市基本
計画に変化をもたらした最も主たる要因が蚕室オリ
ンピックタウン造成事業であったのである。

1980年代にソウル市都市基本計画や都市開発事業
によって蚕室地区の比重と位相が一層格上げされた
ことは、次のいくつかの事例を通して確認すること
ができる。例えば、1983年初めにソウル市は業務報
告から、施政の基本方向を「都市機能の現代化、市
民の便益増進、文化市民意識定着などに置き、先進
都市建設の基礎を固めて」いき、特に86アジア大会
と88オリンピックに備えて「都市構造の再編成と整
備、都市基盤施設の拡充などによって国際都市とし
ての風貌」を備えることに重点を置く計画を発表し
た58)。その具体的内容としては、三つの都心圏を造
成し、鍾

チョンノ

路・中
チュング

区に密集した現都心圏は中枢・管理
業務地区として、永登浦圏は産業・商店街中心地区
として、蚕室圏は文化・流通中心地区としてそれぞ
れ発展させ、新

シンチョン

村、清
チョンニャンニ

涼里、永東を三つの副都心圏
としてつくり、都心圏の産業・業務機能を補完する
ようにし、ソウルの都市構造を多核化するというこ
とである。ここには、地下鉄循環線と連係道路網
を整備して、該当地域に上下水道・緑地・公園・
駐車場などの都市基幹施設を拡充し、流通・供給処
理施設、娯楽公園およびターミナルなど都心人口集
中誘発施設を圏域別に配置し、医療・教育施設など
の家族機能と福祉施設および近隣公園・体育施設な
ど余暇専用施設を備えた18の生活圏を編成するとい
う内容も含まれている。特に『東亜日報』では、1982
年に既に基本計画が設定された4カ所を取り上げて、
「太

テピョン

平・世
セジョンノ

宗路は国家的象徴街路として、鍾路は賑
やかな伝統市民街として、乙

ウ ル チ ロ

支路は模範的な商店街
として、蚕室はオリンピック象徴街路として設計」59)

するものであると紹介している。

図13　4核18生活圏体系図（1982）
出典：『京郷新聞』、1982年6月22日1面

訳者注）『京郷新聞』、1982年6月22日1面掲載図をもとに訳
者再作成。
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これを通じて我々は、1980年代に蚕室地区がオリ
ンピックタウンという特化された空間として指定さ
れ、都心圏（鍾路・中区）、永登浦圏とともに3大都
心圏に名を連ねることとなり、江北都心圏の太平・
世宗路や鍾路、乙支路に匹敵する、新生江南地域を
代表する新しい象徴街路の位相に位置付けられたこ
とを確認することができる。
一つ興味深い点は、蚕室オリンピック都市造成事
業は1981年9月30日「バーデン＝バーデンの奇跡」以
前から既に進行中のプロジェクトであった点であ
る。これは、執権初期の新軍部政権がオリンピック
開催を事実上既成事実化して国家的事業として設定
し、ソウル市全域にわたって精力的に推進した都市
基盤施設整備事業の一環であったということであ
る。このことに関して1981年9月16日の『京郷新聞』
は次のように報道している。

ソウル市は今後7年間に45億ドル（約3兆1,500億ウォ
ン）線を間接投資費として投入する予定で、オリン
ピックでなくとも既に推進中の公共事業費が60％
以上の大きな比重を占めている。ここには、交通
対策として建設中の地下鉄、金

キン ポ

浦空港の2次拡張工
事、道路拡張工事、レジャー施設である果

グァチョン

川のソ
ウル大公園建設が全てここに含まれている。ソウ
ル市がオリンピック開催の為に別途で追加負担し
なければならない間接投資費は毎年2千億ウォンラ
インであるが、この資金は政府が埋めるという腹
案である。2千億ウォンは新年政府予算9兆8,700億
ウォンの2％と決して少なくない金額だが、政府が
年平均7.6％の経済成長を予想する第5次経済開発の
5カ年が終わった2年後の88年の政府予算と比較す
ればその比重ははるかに落ちる60)。

結果的に第5共和国政権は維新政権以来の宿願事
業であるオリンピック誘致に成功し、開催が確定す

るや否や、ソウル市は即刻これを「ソウル発展を10
年早める」契機として、ソウルの都市構造と機能を
全面的に再編成するという野心に満ちた計画を立
案・公表した。この計画には、①当時建設中であっ
た地下鉄2、3、4号線以外に5、6、7号線建設計画を
繰り上げて施工し、2000年までに全9路線を建設す
ること、②当時63％であった住宅普及率を1988年に
80％以上に高めるために低密度単独住宅の建設を止
揚し、アパート、連立住宅など中密度共同住宅の建
設を大きく増やすこと、③不良住宅地を再開発し高
密度地域に転換すること、などが含まれていた61)。
さらに、図14のように、蚕室地区を快適なオリンピッ
クタウンに開発する計画と、空港路（金浦街路）、テ
ヘラン路、新村麻

マ ポ

浦地区を都市設計区域に指定し国際
水準級美観街路として造成する計画も打ち立てた62)。
翌年の1983年には次の二つの側面で前年度の計画

に対する補完措置がなされた。第1に、蚕室地域を
図15のように5つの拠点を中心に特性を生かした開
発をし、貿易展示館付近は業務・交易地区に、総合
運動場付近は体育・娯楽地区に、石

ソクチョン

村湖水付近は商
業・業務地区に、国立競技場付近は文化・体育地区に、
風
プンナプ

納交差点付近は生活圏中心・体育地区に造成する
という連環式開発計画を公表した63)。第2に、都心
と蚕室、新村、テヘラン路、金浦、木

モクドン

洞地区など既
に指定された9地区の都市設計区域以外に、1983～
1984年にかけて永登浦、清涼里、漢江路、往

ワンシムニ

十里、
嘉
カフェドン

会洞、栗
ユルゴクロ

谷路など6地区を都市設計対象区域に追
加指定した。これらの地区は、街路・街区別に建築
物の位置・規模・形態が指定され、公共施設と街路
網などが調和をなすように都市設計がなされ、対象
区域内のすべての建築行為はこれに沿うように義務
化された。その結果、ソウル市の至るところにそれ
ぞれの個性を生かし特性化された街路景観が造成さ
れ始めた64)。1986年ころには、ついに以上の各部門
別諸事業を総合した蚕室オリンピックタウン造成事
業が図16のように全体的な輪郭を露わにした。
最後に一つ特記する点は、ソウル市内の主要公園

が表3のように1980年代中盤に市全域にわたって同
時多発的に造成されたという点である。これは、88
オリンピックを目前に控えオリンピック競技場一帯
に集中的に推進された花通りや花園造成事業65)、ソ
ウル市内全域に拡大した都市設計事業と美観街路造
成事業といった脈略で成し遂げられた政策的な変化
の結果と言える。1980年代のソウルは、「世界はソ
ウルへ、ソウルは世界へ」というスローガンに沿う
国際都市と同時に先進都市66)として、短期間に圧縮
的ながらも全方位的にその姿を一新して前進したの

図14　蚕室オリンピックタウン開発計画（1981）
出典：『京郷新聞』、1981年10月2日11面

訳者注）『京郷新聞』、1981年10月2日11面掲載図をもとに訳者再
作成。
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である。その過程で、ソウル市の「換骨奪胎」に先導
的で中核的なモデルを提供したのは、1970年代初め
からオリンピックタウンとして指定され、「都市ら
しさ」を追求する「特化した美観地区」として「計画中
心の立体的都市計画」が推進されていた蚕室地区で
あったのである。

Ⅳ．おわりに：オリンピック都市づくりから「江
南化」の差別化戦略へ

本稿では、権威主義開発独裁政権によって推進さ
れていたオリンピック誘致事業がソウルの超巨大都

市化過程、特に江南開発にどのような影響を及ぼし
たのかについて、1970年代～ 1980年代蚕室オリン
ピックタウン形成過程に焦点を当てて探った。関連
先行研究で十分に活用されていなかった新聞記事の
検討と分析に焦点を当てることで、いくつかの新た
な興味深い諸事実を明らかにしたことが本論文の主
たる成果と言えるならば、より多様な一次資料を十
分に活用し立体的な分析ができなかった点は今後追
加的な研究を通じて補完すべき課題として残った。
特に、本稿では空間的次元の変化と関連して新たに
発掘した内容を紹介することに主眼を置くことで、
その背景で作動した都市政治の力動性や、それに
よって中長期的にもたらされた複合的な社会文化的
結果についてはほとんど扱うことができなかった。

出典：『京郷新聞』、1986年7月1日10面

表3　1980年代中盤ソウルに造成された市民公園
市民公園造成現況

公園名 位置 開場日 面積（単位：㎡） 備考
ソウル大公園 果川市莫渓洞 1984年5月1日 6,670,000 
大学路 東崇洞 1985年5月5日 6,445 
宗廟 鍾路3,4街洞 1985年11月1日 42,045
ボラメ公園 新大方洞400 1986年5月5日 410,008 
慶熙宮址 新門路2街 1986年5月8日 100,525 
オリンピック公園 遁村洞一帯 1986年5月28日 1,674,380 
アジア公園 蚕室本洞 1986年5月28日 303,763 
文来公園 文来洞3街50 1986年6月12日 23,608 
開浦市民の森 良才洞260 1986年9月 259,267 
パリ公園 木洞新市街地 1986年12月 29,714
漢江高水敷地 漢江河岸11カ所 1986年9月 6,930,000 
オリニ（こども）公園 12区庁51カ所 1986年5月5日 43,343 
龍馬公園 忘憂洞山69 1986年12月 5,137,374 
ソウルドリームランド 樊洞山 1986年9月 1,438,074 
養正高敷地 万里洞2街 1987年下半期 29,975 予定
貞洞公園 貞洞15 1987年上半期 8,230 予定
雨装公園 登村洞山83 1987年下半期 358,568 予定

図15　蚕室地区5核連環式開発計画図
出典『京郷新聞』、1983年4月6日10面

訳者注）『京郷新聞』、1983年4月6日10面掲載図をもとに訳者再
作成。 図16　蚕室オリンピックタウン建設現況図

出典：『京郷新聞』、1986年1月27日10面
訳者注）『京郷新聞』、1986年1月27日10面掲載図をもとに訳

者再作成。
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本論文の成果を要約し、その限界を乗り越えるため
の今後の研究課題と関連するいくつかの仮説的論議
を提示することで結論に代えることとする。
オリンピックが開催できる国際規模の競技場と先
進大都市水準の世界都市を建設する計画が初めて登
場したのは、蚕室地区開発事業が本格化する1970年
代初めからであることは本論文の前半部で強調した
ことである。維新政権の強力な政策的意志に助力を
受けて、ソウル市は1970年代初めから永東・蚕室地
区新市街地を含む多核化した星状都市プランを立
て、蚕室地区を国際的スポーツ競技誘致のために特
化したオリンピックタウンとして造成する計画を立
てた。1974年に蚕室地区が従来の土地区画整理事業
を通じて造成された単純な住居タウンとは差別化さ
れた、「都市らしさの追求」という未来の理想都市建
設を念頭に置いた総合的プランの対象として再設定
されたのはこうした背景からであった。1980年代に
入りオリンピック誘致が決定されるとすぐにソウ
ル市は新軍部政権主導下において、「世界はソウル
へ、ソウルは世界へ」というスローガンに沿う「国際
都市」と同時に「先進都市」として短期間に圧縮的で
ありながらも全方位的にその姿を一新していった。
漢江高水敷地開発と江南・江北を結ぶ橋梁建設、東
西方向の都市高速化道路と地下鉄建設など、漢江開
発と交通網整備事業がその一つの軸を担ったとする
と、ソウル多核都市化計画に沿った蚕室オリンピッ
クタウンの美観地区造成と都市全般の公園化事業な
どの都市美化運動はもう一つの軸に該当することを
確認することができた。
結局、1970年代維新政権の国家主義的計画から

出発した蚕室地区オリンピックタウン建設計画は、
1980年代に第5共和国政権の下で官主導の先進都市
づくり事業を通じて具現化されたといえる。ところ
で、この官主導の運動は、都市設計区域指定と市民
公園造成など快適な都市環境をお目見えさせること
で、権威主義政権の本来的な政治的意図とは無関係
の、都市づくりの新たな趣向と欲望に根拠を置いた
社会的変化に向かって進む可能性を宿していた。そ
れは相互関連しながらも区分される、二つの互いに
異なる方向への変化の可能性を予期させるもので
あったと考えられる。その一つが、大多数の市民た
ちの居住権と幸福追求権の拡大を志向する市民主
導的な「快適な都市」づくり運動であり、もう一つ
は、比較的制限された数の特権化あるいは差別化さ
れた（不動産）資産家集団によって主導される階層間
の「差異化」戦略の一環として活用される可能性であ
る。

1980年代の3低好況を基礎として新興都市中産層
が急成長した韓国社会では、「不動産不敗」という共
通の利害関係と、「中・大型アパート居住民」という
共通の文化資本を共有する新しい都市の主体が急激
に増えた。今、江南・江北を合わせた「メガシティ」
ソウルの新たな要の地域として急浮上した江南地域
に住居地を手に入れた彼らは、「江南不敗」という不
動産資産増殖のノウハウと「江南8学群」の学力資本
を通じた社会的地位の再生産方式を媒介に、後者の
方向、つまり「江南化」の差別化に向かって急速に旋
回していくこととなった。

1960年代～ 1970年代、朴正熙政権の国家主義的
計画から始まり、「86・88の時代」を経て、官主導で
推進されたオリンピック都市づくりは、驚異的な規
模と速度と画一性で造成された江南新市街地の超大
型アパート団地集中地域を韓国の中産層居住の新し
いモデルとして形成することになった。その結果、
江南は彼ら新興都市中産層によって「江南化」の差別
化戦略が広がる根拠地として再誕生することになっ
た。こうした観点からみると、1980年代の韓国社会
全般に大きな変化を呼び起こした「オリンピック効
果」は、1990年代以降の韓国社会に全面化し始めた
社会文化的「江南化」現象と高い相関関係を結んでい
るとみることはできないだろうか。これに関する本
格的な研究は今後の課題とする。
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